
　

毎
年
２
月
に
な
る
と
、
水
鳥
公
園
に
コ
ハ

ク
チ
ョ
ウ
が
集
ま
っ
て
き
て
数
が
増
え
ま

す
。

　

お
そ
ら
く
、
中
海
や
宍
道
湖
の
周
辺
に
分

散
し
て
越
冬
し
て
い
た
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
、

北
の
繁
殖
地
へ
の
移
動
を
少
し
ず
つ
始
め
て

い
て
、
水
鳥
公
園
に
集
ま
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
渡
り
鳥
が
北
へ
と
旅
立

つ
様
子
は「
北ほ

っ
き
こ
う

帰
行
」と
呼
ば
れ
ま
す
。
北
帰

行
と
は
、
元
々
は
歌
の
題
名
な
の
で
す
が
、

今
日
で
は
渡
り
鳥
の
旅
立
ち
を
表
す
言
葉
と

し
て
、
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
は
、
毎
年
２
月
下
旬
か
ら

３
月
の
、
夕
方
遅
く
か
ら
翌
朝
早
く
に
か
け

て
、
水
鳥
公
園
を
旅
立
ち
ま
す
。

　

北
帰
行
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
、
水
鳥
公

園
か
ら
続
々
と
旅
立
つ
一
方
で
、
ど
こ
か
ら

と
も
な
く
群
れ
が
舞
い
降
り
て
き
ま
す
。
そ

う
な
る
と
、
水
鳥
公
園
上
空
で
コ
ハ
ク
チ
ョ

ウ
が
交
錯
し
、
大
変
な
賑に

ぎ

わ
い
と
な
り
ま
す
。

北
帰
行
に
は
、
北
東
方
向
を
め
ざ
す
も
の
と

真
北
を
め
ざ
す
も
の
が
あ
り
ま
す
。
前
者
は

日
本
列
島
沿
い
を
北
上
し
、
後
者
は
日
本
海

を
縦
断
し
て
大
陸
を
め
ざ
す
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
過
去
の
調
査
で
９
０
０
ｋ
ｍ
を
13

時
間
で
渡
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
が
旅
立
つ
様
子
を
見
送
る

時
、
ま
た
来
年
元
気
な
姿
で
帰
っ
て
き
て
く

れ
る
こ
と
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

米
子
水
鳥
公
園
専
任
指
導
員　

桐
原　

佳
介

レ
ン
ジ
ャ
ー
通
信

米
子
水
鳥
公
園

水
鳥
公
園
の
指
導
員（
レ
ン
ジ
ャ
ー
）に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

米
子
水
鳥
公
園
（
☎
24
―
６
１
３
９
、

24
ー
６
１
４
０
）

特別企画展

神々の微
ほ ほ え み

笑 ― 小
こ な だ

灘一
い っ き

紀　絵画のあゆみ

　洋画家・小
こ な だ

灘一
い っ き

紀が2017年、日本を代表する全
国公募の美術展「改組新第４回日展」にて最高賞の
内閣総理大臣賞を受賞したことを記念し、小灘の画
業を郷里で一堂に紹介します。
　小灘は1944年境港市生まれ、米子市立第四中学
校卒業、鳥取県立米子東高等学校では金

かねはた

畑実
みのる

に師事、
金沢美術工芸大学彫刻科を卒業。29歳で日展初入
選以後、日展作家として活躍し、現在は日洋会理事
長などを務めています。また毎月一度は帰省し、洋
画グループ「実

み き

紀の会」などでこの地の画家の育成
にも尽力しています。
　本展では、自らをモデルとした人物画の時代から
神話絵画に至るまで油彩画約70点を展示し、小灘
一紀の世界を紹介します。
問米子市美術館（☎３４－２４２４、 ３３－０６７９）

会　期　２月16日（日）～３月15日（日）【水曜日休館】
会　場　米子市美術館　第２・４展示室

小灘一紀《伊
い

須
す

気
け

余
よ

理
り

比
ひ

売
め

》2017年　油彩、カンヴァス
※改組新第４回日展　内閣総理大臣賞受賞作


